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13.3.2 磁化 

2-3行目 
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下から 

3行目 

ここで，上向きスピンの電子数 Nupおよび下向き

スピンの電子数 Ndownはそれぞれ 
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ここで，単位体積あたりの上向きスピンの電子数 Nup

および下向きスピンの電子数 Ndownはそれぞれ 
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9行目から

12行目 

さらに 3次元自由電子の状態密度が 
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であることを用いれば 
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が得られる。 
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